
本日はお忙しい中、ご参加頂きまして誠にありがとうございます。

ただいまより、
TBSホールディングスの
2025年度中間期決算説明会を開催いたします。
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本日のスケジュールです。

まず、TBSグループの
「決算サマリーおよび政策保有株式売却、株主還元の進捗」について
専務取締役CFOの玄馬より、

「業績・配当予想の修正、キャピタルアロケーションの進捗
および成長戦略トピックス」について
代表取締役社長CEOの阿部より、

続いて、
「コンテンツのタイムレスバリュー向上施策の進捗」について
代表取締役副社長の龍宝より、ご説明いたします。

そのあと
皆様からのご質問には、
役員一同で回答する時間をとっております。
この機会にぜひ、ご質問ください。





（玄馬専務取締役CFO）

玄馬でございます。よろしくお願いいたします。

まず、2025年度中間期の連結決算ですが、
売上高は2,106億円で128億円の増収。
営業利益が153億円、25億円の増益でした。
なお、中間期としては、売上高および各利益レベルで、
ホールディングス化以降、過去最高です。

セグメント別に見ますと、
メディア・コンテンツ事業セグメントは、
TBSテレビの放送収入、配信広告収入が牽引して、増収増益。
ライフスタイル事業セグメントは、
スタイリングライフグループの子会社売却の影響もあり、減収減益。
不動産・その他事業セグメントは、前年並みでした。

詳細については、「決算資料」でご確認ください。
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続きまして、「TBSグループ中期経営計画」の
キャピタルアロケーションでも掲げました、
政策保有株式売却の進捗について、ご説明します。

3年間で総額900億円の売却をミニマムコミットとしていましたが
2024年度が396億円、今年度は中間期までで537億円と
934億円の売却を行い、既にそのラインを超えました。
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最後に、株主還元の推移です。

「中計2026」3年間にキャッシュフローベースでお約束した
600億円に対して、2024年度の実績は169億円。
そして、2025年度は、配当と先日の自己株式の取得を合わせて、
373億円の還元を行い、2年間で542億円となる予定ですので、
残り1年間で600億円を超すことは確実です。

私からは以上です。
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（阿部代表取締役社長CEO）

阿部でございます。

先ほど玄馬からもありましたように
好調な業績を反映して
2025年度の連結業績予想を上方修正いたしました。

売上高は60億円、営業利益は25億円、経常利益は25億円の
上方修正をおこないました。

セグメント別で言いますとメディア・コンテンツでの
大幅な増収増益を織り込んでおります。

親会社株主に帰属する当期純利益は、
9月26日時点で既に大幅な上方修正をしており、
今回は、想定される損失を織り込んだため、修正はしておりません。
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続いて、配当予想の修正についてです。

期首には、中間配当35円、期末配当35円
年間配当70円といたしましたが、
特殊な要因を除く利益が期首時点より伸長する見込みのため、
期末配当を3円加えた38円とし、
年間配当は73円とさせていただきます。

これからも安定配当に努めてまいります。
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続いて、11ページです。

政策保有株式の売却と株主還元が当初計画より進んでおります。

そのため「TBSグループ中期経営計画2026」の
キャピタル・アロケーションを見直しました。

政策保有株式売却の計画値を
総額900億円以上から1,100億円以上へ、

株主還元の計画値を
総額600億円規模から800億円規模へと変更いたします。

現状を反映し、このように変更しましたが、
来年、新たなキャピタル・アロケーションを含めて、
中期経営計画をアップデートする予定です。
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続いて、成長戦略トピックスを３つご説明します。

まずは、グローバルビジネス「THE SEVEN」についてです。

ご覧のように皆様にご紹介できる作品のラインナップが
充実してまいりました。

2026年度の売上高、100億円超を目指し、
多様なプラットフォームを使って、
実写作品をグローバル展開してまいります。
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13ページです。

昨年立ち上げた北米・韓国拠点を通じて、
海外パートナーとの連携や新規IP開発を加速させています。

当社の誇るグローバルIP、「SASUKE」をさらに拡げるため、
世界最大級の制作会社
「バニジェイ・エンターテインメント」との協業を開始しました。

また、アジアにおいては、
ベトナムテレビジョンとの戦略的アライアンスや、
韓国のシージェイ・イーエヌエムとの新規IPの共同開発が進んでいます。
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14ページです。

エデュテインメントでは、
AI学習支援ツール「AI for School」が教育現場で動き出しています。

8月に文部科学省の実証委託事業に採択され、
自治体と連携しながら、小中学校での実証実験を始めております。

数年後の事業化を見据えて、教育分野でのAI活用に貢献していきます。
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最後に、IP戦略を担う「SAND B」です。

「SAND B」という社名には、自由に創造できる
「SAND BOX（砂場）」から生まれ、
世界へと広がる挑戦に、
「Be（共に在る）」という
私たちの決意が込められています。

総額300億円の投資枠を設定しており、
第一弾として「株式会社ケイコンテンツ」に出資しました。
今後も積極的にIP獲得を目指していきます。

日本からゼロイチ(0→1)のIPを創出し、
収益の多角化とグローバル展開を推進してまいります。

私からは以上です。
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（龍宝代表取締役副社長）
龍宝でございます。17ページをご覧ください。

視聴率指標「LTV4-59」の導入から1年、
PUTが減少する中、
TBSテレビは、民放キー局の中で唯一、視聴率を継続的に向上させており、
1位局との差を着実に縮めております。

GP帯の番組だけでなく、帯番組も順調に視聴者に支持されており、
10月改編では、あえて1番組も変えない「積極的無改編」を掲げております。

そして、我々はこのような好調な番組や過去のドラマなどを起点として、
タイムレスバリューを生みだすべく、コンテンツの価値を拡張して行きます。

まず配信では、10周年を迎えたTVerにて、第2四半期で三冠を達成。
500万会員目前のU-NEXTでは、その成長にTBSのコンテンツが大きく貢献しています。

また、映画では、「TOKYO MER 南海ミッション」の興行収入が50億円を超えるなど、
ドラマから派生した映画の大ヒットが続いており、今後もさらに拡充していきます。

このほか自社番組を起点としたイベントや新規IP開発などにも注力してまいります。

コンテンツの拡張には、デジタルマーケティング会社WACULの知見を活用し、
多角的に収益を最大化させる施策を推進して行きます。
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18ページです。

このようなコンテンツの強さをベースとして、
ご覧のように、
放送収入や配信広告収入は好調に推移しており、
通期予想も上方修正しております。

最後に、「東京2025世界陸上」について触れさせてください。
大会期間である9日間、国立競技場が連日超満員となるなど、
日本中でいわゆる“社会現象”となる熱狂を生みだし、大成功となりました。
視聴率や放送収入だけでなく、
番組やイベントが世界陸上とコラボレーションすることで、
LTVの最大化に成功し、多くの収穫を得ることができました。
大型スポーツコンテンツの放送権に関しては、
権料の高騰や他メディアとの争奪戦など、話題に上ることもございます。
TBSとしては、国民的関心の高いスポーツイベントを
無料の地上波放送で中継することの社会的意義や、
世界最高峰のスポーツイベントを放送することで得られる
ブランディング効果や信頼感、
そして何より視聴者の皆様からの期待などを勘案して、
総合的に判断してまいります。

私からは以上です。
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